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自由エネ/レギーの極小点は, この方程式の,平面波の解によって与えられることが容易
にわかる (cf｡文献 3)のAppendix C)0
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永久電流には上限があ り, k-1/JT≡ kcでその上限に達するo これがいわゆる臨
界電流であるo k>kcでは, 平面波の解が自由エネルギーの極小点を与えることは,
最早言えなくなる (cf｡文献 3)の Appendix C)0
自由エネルギーの,鞍点における,障壁の高さは (cf.文献 3),6)- 8))
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に,自由エネルギーの障壁 をの り越 えて, kの小さい触態に移 って行 くことによって起
こると考えるのである｡
旭 sterequationと evolutionequation mastereq. 紘










って議論があった03)･8),9Lかし今ej話に関して払 因子の取 り方に依 らない｡本質的
なことは.Wが系の長さPに比例することである. VanKampen-Kuboの理論の骨子
紘,mastereq.を ｢体系の大きさ｣の逆巾に Systematicに展開することである｡実
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